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☆　はじめに☆　はじめに

　10 月になりました。あの夏の猛暑もやっ
と終わりになりました。それでも先月、真
夏日の日数記録更新が各地でありました。
　都心では夏の気配は残すものの秋の様子
になってきました。筆者が暮らす伊豆の山
では朝夕は既に肌寒さを感じることがあり、
秋を通り越し冬の寒さを想像できる季節に
なってきています。季節の変わり目です読
者皆様におかれましてはくれぐれもお身体
をご自愛ください。さて今回のスタジオ夜
話、予告では「音は何でも生「Live] が良
いのか？ 音楽演奏「Live] の魅力とは ?」
のお話をする予定でしたが取材が未だ全て
終わっていません。今回は予定を変更して

「Audio」に係る測定器についてのお話をし
ます。「Audio」の測定器は筆者を含め音に
係る読者皆様が日常接する機会が多い機材
の一つです。スタジオ夜話的に測定器のお
話をします。スタジオ夜話的にです！お付
き合いよろしくお願いいたします。

☆そもそも「測定器」って何？
　
　読んで字のごとく「測定器」とは物を測
る道具のことです。私達が日常、仕事で使
う様々な「Audio」機器の主にメンテナン
スに使うものです。前回「Audio」の定義
として「音声・音響の、録音・再生・受信
など。また、その装置。」とお話しました。
それらが正しく動作しているのか？、を測
る道具のことです。また測るだけでは無く
修理や改修などにも不可欠な道具です。読
者皆様の勤務先あるいは個人で仕事をして

いる方はご自宅にも用意されているかと思
います。「測定器」は実際に私達が仕事で使
う音響機器を正しく動作させるための言わ
ば縁の下の力持ち的役割を担っている道具
です。

☆絶滅危惧種のエンジニア

　かつて筆者が仕事で訪ねたエンジニアの
仕事場のお話をします。そのエンジニアの
勤務先のスタジオは古い建物の中にあり筆
者たちは正面玄関を使わず半地下の駐車場
的場所から出入りしていました。地下部分
建物内に入るとそこは社員スタッフやスタ
ジオを利用するミュージシャンたちが休憩
する「パブ」になっています。もちろん「パブ」
ですからお酒も提供します。オリジナルブ
ランドのワインやウイスキーもあります。
ラベルにはゼブラ模様がデザインされてい
ます。建物前の横断歩道「Zebra Cross-
ing（ゼブラクロッシング）」をデザインし
たのです。注目すべきはそこではなく「パブ」
から半地下の駐車場まで、あまり人の来な
いスペースに雑然と其処彼処（ソコカシコ）
に使われなくなった機材やその残骸が置か
れていることです。そんなところに機材の
残骸が置かれているということはエンジニ
ア自らが様々な音響機材を修理メンテナン
スしていたからに他なりません。そういう
自ら修理メンテナンスあるいは改修作業を
していたスタジオであることが印象的でし
た。今時の綺麗な高級スタジオではバック
ヤードでも見られない光景です。よく見る
と改造されているものやメーカー製のもの
とは明らかに違う自作物？の残骸もありま

した。当時、今では絶滅危惧種的エンジニ
アの存在がプンプン匂いました。訪ねた知
人も絶滅危惧種です。しかし彼らエンジニ
アはメンテナンスなどを主に担っていたわ
けではありません。音楽収録が主たる仕事
です。いわゆるミキシング、レコーディン
グエンジニアです。今日では分業化された
り、メンテナンスは専門業者やメーカーに
任せっぱなしにしているところもあります
が、彼らはそうではなかったのです。そう
したエンジニアが日々仕事で使う道具が「測
定器」なのです。ミキシングコンソールや
レコーダー、エフェクターだけが「音響機材」
ではないのです。ピークメーターやVUメー
ター、フェイズメーターなどは一種の測定
器の部類に入ります。絶滅危惧種的エンジ
ニアはこれらメーター類が正しく機能して
いるか更に精密な測定器を使ってメンテナ
ンスを行うのです。エンジニアは収録作業
前に OSC のボタンを押し、コンソールな
どが正しく動作しているのか事前チェック
します。その OSC やメーターが信じられ
るのか、「測定器」と「絶滅危惧種的エンジ
ニア」はそんなとき頼りになる存在なので
す。

☆�音響エンジニアが必要とする「測定器」
とは？

　昨今ほとんどの測定器がデジタル化され
ました。非常に高性能なものです。超高性
能です。以前筆者がレヴューしたドイツ製
の測定器は使い勝手は別にしてパーフェク
トな測定器でした。但し超高価です。元々
測定器は高性能な機器の計測や修理に使う

第149スタジオ夜話

「Audio」について語る？「Audio」について語る？



20

FDI・2025・10

21

FDI・2025・10

筆者自宅の測定器たち筆者自宅の測定器たち

久しぶりの出番に喜ぶ
左が古～いオシロスコープ、右は OSC と
ミリバルが合体の便利物
下の写真は中華 3 兄弟とその左が昔のテ
スター 右が上からオシロスコープです。

筆者が初めて所有した測定器
写真は昔筆者が初めて所有した測定器で
す。今でも半年に一度ぐらい電源をいれ
てメンテナンスしています。正確に動作
しています。ツマミやメーターなどは手
に入りませんが回路部品は真空管を含め
て手に入ります。
左が CR 発振器 トリオ AG-10 もちろん
真空管使用右が同じくトリオのミリボル
トメーター VT-101 どちらも大切に保存
しています。オークションならば 3000
円がいいとこです。ミリボルトメーター
ならラインアンプとして改造できます。2
台落札してステレオプリアンプでも作れ
ば「おしゃれ」かもしれません。

筆者宅ダイニングの片隅で出番を待つ子
供たち大きい身体なので存在感が大
写真、小テスターが 700 円、その上が
オシロスコープでなんと 3000 円弱の価
格破壊右下が LCR パーツアナライザで
1500 円程度
私たちが使う範囲でしたら問題なく使え
る十分な性能の測定器たちです。

ものなので超高性能でなければなりません。
そのために高価になるのです。様々なオー
ディオ機器がデジタル化され性能に比較し
て価格も安くなっています。なのに測定器
は需要と供給の関係からか相変わらず高価
です。昔は高性能なものは高価でした？ア
ナログ時代たとえば高性能なアンプを製作
する時、設計の段階で回路部品の時定数を

決定します。製作段階でそれがきちんと守
られているか、性能の良否がそこできまり
ます。そのため部品時定数の誤差を最小で
抑えるために数多くある部品から時定数ピ
タリの部品を選択して使っていました。そ
の労力と時間がコストに影響したのです。
デジタル化された今日では音声信号など
データ化したものを演算処理で扱うのです

から適格な数値が得られます。汎用部品で
もアナログのように直接の信号処理をしな
いので高性能が期待できるわけです。した
がってそれなりに安価な製品ができる事に
なります。後は需要と供給の関係です。

1）テスター
　最近のテスターは非常に性能が良くなっ
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ています。今時そんなものは使わないよ！
という方もいらっしゃいますが非常に便利
になっています。信号線の導通、位相チェッ
ク以外にもむかしから様々に使われてきた
テスターです。例えばハイパワーの BTL
アンプでは信号線のグランドと機材関係の
グランドは絶対にショートしてはいけませ
ん。長い距離で使用するPAなどの回線チェ
ックには便利に使えます。また最近のテス
ターは信号レベルがそこそこあれば周波数
特性も測れます。PA などでの伝送特性も
チェックできます。またPCと接続してデー
タの管理も行うことなど非常に優れたもの
がなんと 1 万円ぐらいで手に入れられるよ
うになってきました。最近の PA などでは
パワードスピーカーをコンソールから LAN
ケーブルデジタル接続で使用していますが
アナログ部分も多々あります。テスターは
基本測定器です。最近のものを是非 1 台。

2）オーディオオシレター（OSC）（シグナ
ルジェネレータともファンクションジェネ
レータともいう。）
　これも基本測定器のひとつです。厳密に
は測定器ではありませんがオーディオ機器
測定には不可欠なものです。オーディオ信
号の発生器です。スタジオなどのコンソー
ルには簡単なものが概ね付属しています
が、機材測定や修理はミキシングルーム以
外の場所で行うことが多いのでコンソール
の OSC とは別に用意します。またコンソー
ル付属の OSC は簡易チェック用なのでス
タジオ内での機材チェックなどに使います。
測定や修理用に使う OSC は 20Hz 以下か
ら 20KHz 以上までカバーしています。出

力は 0.1mV から 10V ぐらいまで使える
ものであらゆるオーディオ機器の信号ライ
ンのチェックに使えます。機材の基本チェッ
クは勿論のこと機材内部の修理にも使う必
需品です。高価なものもありますが最近は
他の測定機器に付属しているものや安価な
携帯用もあります。収録作業時にはほとん
ど使いません。主に機材メンテナンスや修
理に使います。これも必需品なので 1 台は
専用でほしいところです。

3）ミリボルトメーター　（ミリバ（ボ）ル
ともバルボルともいう）
　テスター、OSC に並ぶオーディオ測定器、
三種の神器のひとつです。小さなオーディ
オ信号を計測するには必需品。周波数特性
が優れている小電圧 AC 電圧計です。低い
ところで 5Hz あたりから 35KHz ぐらいの
オーディオ帯域では 1mV ぐらいの小電圧
から 10V ぐらいまで正確に測れるすぐれ
ものです。VU メーターも似たようなも
のですがその正確さでは比になりません。
VU メーターのキャリブレーションはこれ
で行います。昔はバルボルと呼んでいまし
た。真空管電圧計（valve voltmeter）の
ことです。より小電圧をはかるのが本来の
ミリボルトメーターなのでしょうが筆者は
0.01mV を直接正確に測るメーター類をみ
たことがありません。そのレベルはオシロ
スコープで測定します。

4）それ以外
　他にも多くのオーディオ機器を計測する
ための測定器があります。オシロスコープ
はテスターを仲間外れにすれば三種の神器

のひとつと言えましょう。この 4 種類があ
ればほとんどの修理点検が可能です。最近
ではエンジニアはコンソールやその他機器
の点検、修理は現場では行わないのでしょ
うか？現場で測定器類を見なくなりました。
他にも歪み率計、スペクトラムアナライザ
など、あればうれしい機器がたくさんあり
ます。詳細はまた機会があれば紹介します。

☆スタジオ夜話的測定器？？

　ここからが夜話的なお話になります。読
者皆様は常日頃測定器をお使いになります
か？多分 NO でしょう。ましてや高級測定
器など普段の仕事には必要がないからです。
昔は機材の故障がよくありました。今の機
材は通常使用ならほとんど故障しません。
したがって修理の必要が無く測定器もいら
ないのです。高級測定器はメーカーの開発
などにたずさわる方がお使いになるものと
断言しても問題ないでしょう。では現場で
は測定器要らずでよいのでしょうか。たぶ
ん構わないと思います。必要な人は絶滅危
惧種の
　エンジニアです。最近の若い世代のエン
ジニアの中にも絶滅危惧種の DNA を受け
継いだ人も若干見られます。お話をすると
時代や使う機材も違いますが昔と同じよう
な取り組みをしています。筆者としては嬉
しい限りです。最近そうした方々とお話す
ると興味ある事象に気が付きます。それは
中国の台頭にも関係します。今ほとんどの
汎用電子部品に国産はありません。またあっ
ても非常に高価です。日本では最先端の部
品は製造してもいます。しかし中国はまだ
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まだ発展途上？で日本の昭和の様子に似て
いるところもあります。もちろん中国だけ
ではなく、東南アジア諸国、アフリカ、中
南米も同様です。一方中国は非常に進歩し
ている側面もあり、大規模集積回路製造技
術などの近代化された製造産業などはもう
間もなくアメリカを追い越すでしょう。面
白く興味を引くのが中国では高度成長期（日
本の昭和の産業）が同居している点す。お
話した絶滅危惧種の DNA を受け継いだ若
いエンジニアは通称中華部品あるいは製品
とよぶのですが、その日本ではかなわない
痒い所に手が届く昭和の部品類を絶賛して
いました。筆者も同感！です。昭和の部品
が健在なのです。それも現在の技術で作っ
た昭和の部品です。筆者もアリエクやテム
を使いよく購入しています。アリエクにい
たっては最近日本に専用の流通拠点を置く
ことになりました。安い早いがそこにある
のです。また最近の中華部品は粗悪品では
ありません。日本の大手メーカーでも使っ
ています。さて測定器の話にもどりますが
ここでも中華製が活躍しています。三種の
神器は私も昔から使っているものがありま
す。テスターをはじめとして OSC、バル
ボル、オシロはもとより最近は PC ベース
のソフトでスペアナも個人で使えるように
なりました。歪み率計なども同様です。PC
の場合はオーディオインターフェイスにそ
の性能は依存しますが実用上の問題は見つ
かりません。しかし筆者の愛用している古
い機器は全て大型で校正にも手間がかかり
ます。筆者は知人から超高性能な測定器を
借りて古い測定器をメンテして使っていま
すが本末転倒とは正にこの事です。そこで

中華製の測定器が登場します。その性能は
細かい点を除いては筆者の所有している測
定器を遥かに凌駕します。筆者の所有する
テスターは古いものですがその後継機種は
1 万円ぐらいします。性能は遥かに向上し
てはいますがそれなりにテスターとしては
高価です。一方中華製のテスターは筆者が
購入した当時 4 ～ 5 年前、なんと 700 円
でした。全く問題なく使用でき、筆者のテ
スターより高性能です。迷うことなく 5 台
ほど購入しました。壊れたら使い捨てで
す。（スミマセン）現在まで故障したのは 1
台だけです。筆者の使用ミスかもしれませ
ん。同様に OSC は 1500 円、なんとオシ
ロスコープは 3000 です。驚きの中華製で
す。全ての中華製測定器はオーディオ機器
測定の範囲では全く問題なく使えています。
抵抗器やコンデンサー、コイル、TR など
の部品測定に使う LCR パーツアナライザ
も 1500 円程度で購入できます。筆者は
使い慣れた測定器で作業はするものの最終
チェックは中華製の測定器と PC でやって
います。電子部品
も中華製、測定器
も中華製・・・世
界が中国に席捲さ
れる日も近いので
はと測定器を使い
ながら感じていま
す。読者皆様も測
定器は仕事で使う
近い存在です。一
度中華製も使って
驚いてみてはいか
がかと思います。

☆　次回は☆　次回は
　今回はオーディオ測定器のお話でした。
次回はライブ演奏の音、取材が終わってい
ればお話します。それでなければまた音に
関係する何か面白いお話を探してきます。
測定器は実は身近なところにあってもなか
なか話題としては取り上げずらい一面を
持っています。それは専門的なお話になる
からです。今回は感覚的に日常会話程度に
概要をお話しました。機会があれば筆者と
しては取り上げたいテーマのひとつです。
オームの法則やデシベルの計算などオー
ディオに関係する面倒くさいものもなるべ
く世間話的に計算方法なども文学的？にお
話したいと思っています。今後ともスタジ
オ夜話よろしくお願いいたします。

ー 森田　雅行 ー

 


